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事業 ・その他

Ⅱ



1.機 構

滋賀県森林センター 試験研究担当

普及指導担当

湖北林業苗圃

油日林木育種場

本 場 〒 520-2321 滋賀県野洲市北桜

湖 北 林 業 苗 圃 〒 521-0224 滋賀県米原市市場

油日林木育種場 〒 520-3413 滋賀県甲賀市甲賀町油日

2.職 員

所 長(技) 奥村 保夫

主任専門員(技) 満井 千鶴人（グループリーダー）普及指導担当

専 門 員(技) 高橋 二郎

専 門 員(技) 和田 信雄

主 査(技) 西村 知記

次 長(技) 原田 信也（グループリーダー）試験研究担当

専 門 員(技) 太田 明

主 任 主 査(技) 小島 永裕

副 主 幹(事) 栗田 まり子

主 査(技) 吉川 章

1.　組　　織
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2.　試験研究課題
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１． 研究課題	 ウツクシマツ遺伝子保存に関する研究
２． 研究期間	 H18 ～ H23
３． 担 当 者 	 太田　明
４． 目　　的	

はシカ害防止ネットを設置しているが、シカはそ
れを破って侵入しようとするため、ネットの補
修、補強を行った。

　ウツクシマツは幹が多数分岐する特異な形状の
アカマツの一品種で、本県湖南市のみに自生して
いる。その自生地は国の天然記念物に指定されて
いるが、1970年代より松くい虫の加害によって生
存数が減少しつつあるため、ウツクシマツの遺伝
様式を解明し、遺伝子の保存と増殖を図る必要が
ある。

５． 研究方法

　1973年に自生地より採種して育成した実生木
（F1）が当所油日分場に植栽されており、ウツク
シマツ型と普通のアカマツ型の２型が存在してい
る。これらを用いた人工交配木（F2）の調査によ
り、ウツクシマツの形態が劣性遺伝することが明
らかになった。また、ウツクシマツ型F1またはF2

と松くい虫抵抗性精英樹アカマツとを交配したF3

にはマツ材線虫病抵抗性が遺伝していたが、形態
は劣性遺伝のためすべて普通型であった。そこで
さらにF3同士およびF3とウツクシマツ型F1あるい
はF2を交配して抵抗性のあるウツクシマツ（F4）
が作出可能かどうかを調査する。

６． 結果の概要

　2001年５月に交配し03年５月に播種したF4苗木
を半数ずつに分け、06年７月と07年７月にマツノ
ザイセンチュウを接種してマツ材線虫病抵抗性を
調査した。同様に、2002年に交配し04年に播種し
たF4苗木のマツ材線虫病抵抗性を07年と08年に調
査した。これらの接種調査で抵抗性を示した苗木
のうち、形態が明らかにアカマツ型であるものを
除いて、それぞれの接種調査と同年度の２～３月
に油日分場内の別の場所に定植した。
　09年度には、定植した苗木が最終的にウツクシ
マツの形状となるかどうかを判断できる大きさに
育っておらず、これらを続けて育成するために施
肥および除草を行った。また、ウツクシマツはニ
ホンジカに好んで食べられるため定植地の外周に
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１． 研究課題	 列状間伐等の伐採跡地における植生の推移に関する調査
２． 研究期間	 H21 ～ H22
３． 担 当 者 	 西村　知記
４． 目　　的	

２）における木本の芽生えは信楽町の場合と比べ
て、種類が少なかった。出現種数の平均は25.75
種。
３）日野町列状間伐跡の下層植生
　低木層はなく、草本層（Ｈ１）の植被率は
１００％に近い。その多くは、ミヤコザサとイワ
ヒメワラビで占められている。草本層（Ｈ２）
は、ほとんどが草本の芽生えであり、木本の芽生
えは皆無であった。出現種数の平均は２７種で
あった。
　上記３箇所は、概ね低木層・草本層の植被率は
高く、土壌流失の可能性は低いと考えられた。一
方、天然更新の可能性としては、高木性の樹種の
侵入は現時点では少ない。しかしながら、高木性
ブナ科樹種の種子散布形態は、動物散布によるも
のが多いことから、今後の侵入もあり得る。その
ため、継続的な調査が必要である。
　調査箇所が、今年度の３箇所を含めて県内で６
箇所しかないこと、伐採幅、残存木の樹高や伐採
年など伐採形態・条件が多様であること、これら
を考慮すると標準化することは困難と考えられ
た。
　しかし、今回の調査を個別の箇所の事例として
とらえ、たとえば５年ごとに経年変化をモニタリ
ングしていくことで、指針づくりの一助となると
考えられた。

　「琵琶湖森林づくり基本計画」においては、
「森林資源の循環利用の促進」が掲げられてお
り、中でも高性能林業機械を用いた、列状間伐や
帯状択伐が注目されている。これらの方法は、労
力や費用を軽減できるとともに、皆伐と比べ、土
壌流失のリスクや更新にかかる経費を回避でき
る。しかし、施業跡の植生状況などについては、
不明な部分も多い。このため、これら施業跡地の
下層植生を調査することにより、施業の指針づく
りや天然更新の可能性に向けた基礎資料に活かす
ことを目的とする。

５． 研究方法
　甲賀市信楽町および日野町の列状間伐跡地およ
び帯状伐採跡地３箇所において、それぞれ４地点
で、植生調査を行った。１地点ごとに方形区（5ｍ
×5ｍ）を伐採跡地に設定して、植生調査を実施
した。方形区は、林道からの水平距離（10ｍ，25
ｍ）に応じて、同一列状に２地点とした。

６． 結果の概要
１）甲賀市信楽町列状間伐跡の下層植生
　低木層ではヒサカキ、ニガイチゴが優占し、草
本層（Ｈ１）ではイワヒメワラビやコバノイシカ
グマなどシダ植物が優占しており、ニホンジカの
影響が考えられた。一方、草本層（Ｈ２）ではウ
リハダカエデやリョウブなどの芽生えがいずれの
方形区でも確認できた。わずかながら、コナラな
ど高木性樹種の芽生えも確認できた。出現種数の
平均は34.25種。
２）日野町帯状択伐跡の下層植生
　低木層では落葉性のカナクギノキ、ヤブムラサ
キが見られ、常緑性ではシロダモやシキミがあっ
たが、単木的な分布であった。草本層（Ｈ１）
は、イワヒメワラビのほか、ススキ、ニシノホン
モンジスゲが優占する群落であった。草本層（Ｈ
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　現在滋賀県では、シカの個体数増加により各種
の問題が発生している。本調査においても、調査
プロット内で発芽した広葉樹実生苗が食害を受け
ることが想定される。したがって、上記の調査の
結果だけでは、40％の強度間伐が針広混交林誘導
に有効であるか否か判断できない可能性がある。
このため、50cm ×50cm×30cmの金網製の折りた
たみ式篭を1 プロット当たり2個設置し、食害を受
けない場合の植生遷移のデータを小規模ながらと
ることとした。
　また、環境林整備事業地への種子供給源となり
うる最寄りの残存広葉樹林を航空写真等により検
索し、植生調査を行うプロットを設定した。
　以上記述した調査の結果を総合的に判断し、環
境林整備事業で実施されている強度間伐が針広混
交林誘導に効果的であるかどうかの検討を行うこ
ととした。

６． 結果の概要
　平成21年度は、19年度に設定した君ヶ畑のプ
ロット4箇所の3年目の調査を実施した。得られた
データを元に、21年度単年度の解析を行った。ま
た、21年度のデータが出そろったことにより、全
11調査プロットの3年間のデータが揃ったこととな
り、植生の遷移等総合的な解析、検討を行った。
　草本層に出現した植物種の種構成の推移の解析
をした。Ⅰ試験研究編の表－５に、調査2年目（間
伐後1年目）に草本層に出現した種を示したが、
君ヶ畑のプロット4箇所の傾向は、他のプロットと
明らかに異質であった。例に示したほかにも各種
のグループ分けを行ったが、いずれの場合も君ヶ
畑に設定したプロットでは、埋土種子由来と思わ
れる種の出現が少ないだけでなく木本自体の出現
が少なかった。君ヶ畑のプロットではそう遠くな
い過去に大規模な冠雪害を受けた形跡があり、結
果として環境林整備事業で行われた強度間伐が2 

　滋賀県では、琵琶湖森林づくり基本計画が策定
され、環境林の推進の戦略が立てられた。これに
基づいて、環境林整備事業が平成18年度から始
まっている。この事業は、対象となる森林で植栽
木を本数割合で40％以上の強度の間伐を実施し、
広葉樹の侵入を期待しようというものである。広
葉樹が侵入し、針広混交林に誘導できれば、水源
のかん養や県土の保全など森林の多面的な機能を
持続的に発揮できるとしている。
　しかし、強度間伐実施→林内照度が高くなる→
高木性広葉樹種の侵入→針広混交林化といった理
想的なプロセスをたどるものかどうかについては
未解明の部分が多いのが現状である。種子の供給
源となりうる残存広葉樹林の有無とその存在場所
までの距離、間伐の方法（定性間伐、列状間伐、
格子状間伐など）と間伐実施後の林内環境の関
係、ササ等の侵入により実生が生育できない環境
となりはしないか、シカの個体が激増しているな
かで発芽した実生が採食を免れて生育が可能かど
うか、など解明しなければならない要素が多数存
在する。

５． 試験研究方法
　環境林整備事業地内に0.1haの方形プロットを設
け、概況調査、立木調査、伐根調査、倒木調査、
下層植生調査、詳細植生調査、及び地表被覆状況
図作成等を実施することとした。年度ごとの調査
項目の割り振りはⅠ試験研究編の表－１のとおり
とすることとした。設定したプロットについては3
年間調査を継続することとし、調査初年度に間伐
実施前の状況把握を行い、2年目に間伐実施後の状
況と残存造林木への影響把握、間伐実施をしたこ
とにより新たに侵入した植生の確認、3年目にそれ
らの推移を追跡調査することとした。調査プロッ
トはⅠ試験研究編の図－１に示した地域に計11カ
所設定した。

１． 研究課題	 環境林植生経年調査
２． 研究期間	 H18 ～ H21
３． 担 当 者 	 吉川　章
４． 目　　的	

− 43 −



回目の強度間伐となったと推定され、発芽すべき
シードバンクが劣化していた可能性があると思わ
れた。君ヶ畑を除くプロットの間伐実施後の植生
の遷移も、針広混交林に向かっているとは言い難
いものであった。
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　搬出作業においては、進行方向の作業路の勾配
が上り下りにかかわらず10％程度になると、運搬
速度が1m/ｓ程度に落ちる傾向が認められた。はい
積み作業においては、掴んだ材の材積とそれのは
い積みに要する所要時間にはある程度高い相関が
認められた。林内での積み込み作業においては、
掴んだ材の材積とそれの積み込みに要する所要時
間には相関は認められなかった。

　滋賀県の森林・林業行政においては、平成18年
４月より琵琶湖森林づくり県民税を徴収して、琵
琶湖森林づくり基本計画に基づく各種施策を推進
している。
　当基本計画の４本柱の一つである”森林資源の循
環利用の促進”では、間伐材の利用を促進
することで、資源の循環と、二酸化炭素の固定に
よる地球温暖化防止への貢献を図っており、その
ためには、間伐の促進が急務である。
　間伐が促進されるためには、その低コスト化が
必須であり、その手段の一つとして高性能林業機
械の導入が考えられる。実際に各都道府県では高
性能林業機械の導入が進められており、採算のと
れる利用間伐を実施している事例があるなどそれ
なりのノウハウの蓄積がなされているようであ
る。
　一方滋賀県では、平成18年度に導入された。現
在、現地検討会を実施するなどその普及をはかっ
ている段階であり、ノウハウの蓄積や低コスト作
業システムの構築が望まれている。

５． 試験研究方法
　調査は、以下のようにすることとした。
　高性能林業機械を用いた作業が行われるとき、
高性能林業機械やそのオペレーター、作業に関わ
る作業員等すべてに時計を合わせたビデオが張り
付き、その作業状況をすべて撮影する。撮影した
ビデオ映像に記録された時間情報等から、作業工
程を要素作業別に集計して、データ化する。
　上記のデータをもとに、材積、作業路の勾配等
の作業効率に影響する各種要因を考慮に入れた統
計、解析を行う。
　21年度は、20年度に撮影したフォワーダの作業
のビデオ映像の解析を行った。

６． 結果の概要

１． 研究課題	 高性能林業機械を活用した低コスト作業システムの確立
２． 研究期間	 H20 ～ H21
３． 担 当 者 	 吉川　章
４． 目　　的	
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１． 研究課題	 森林吸収源計測事業
２． 研究期間	 H15 ～ H22
３． 担 当 者 	 小島　永裕
４． 目　　的	

た。
　本調査の詳細な分析およびとりまとめは、森林
総合研究所および林野庁で行われる。なお、本県
では、平成22年（2010年）までに20箇所（4箇所/
年）の調査を行う予定である。

　平成14年（2002年）に策定された地球温暖化対
策推進大綱において、温室効果ガス削減量の約3分
の2を森林による炭素吸収量で達成することとされ
ている。本事業は、森林の炭素吸収量算出に必要
となる森林関連データについて、国際的に認知さ
れうるレベルで効率的かつ確実性の高い収集手法
を開発することを目的としている。
　この一環として、本調査は枯死木、リター、土
壌中の炭素動態を全国規模で調査するもので、滋
賀県内の調査は当所が担当する。

５． 試験研究方法および結果の概要

（1） 調査地

　本年度の調査地は、長浜市西浅井町沓掛、長浜
市余呉町椿坂、長浜市木之本町杉野、長浜市高山
町の4箇所であった。

（2） 調査項目等

　調査は、本県森林政策課が実施している森林資
源モニタリング事業の特定調査プロットで行っ
た。まず、0.1ha円形プロットの東西および南北方
向の直径ラインと交差する枯死木を計測した。次
に、プロットの東西南北方向の外縁付近4点におい
てそれぞれ50cm角の範囲内のリターをすべて採取
し、同じ地点で深さ30cmまでの土壌試料を深さご
とに採取した。
　採取したリターは乾燥重量を測定した後粉砕
し、分析試料とした。土壌は容積重を求めるとと
もに、孔径2mmの円孔ふるいを通過した細土を分
析試料とした。これらの試料は、森林総合研究所
において炭素濃度が分析される。

（3）結果の概要

本年度は、スギ・ヒノキ人工林、広葉樹天然林、
アカマツ・広葉樹混交林、スギ・広葉樹混交林の
4箇所で調査を行った。A層は総じて薄く、有機
物に富んだ土壌が発達していない様子が観察され
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⑤ 純粋培養による栽培法の開発（滋賀県森林セン
ター）

 　　培地組成や子実体成長促進法を検討し、菌床
栽培法を確立する。

６． 結果の概要
　H21年度の当所の成果は以下のとおりであっ
た。マツタケ近縁種は木材や大麦などのでんぷん
材料を分解する能力が極めて低いため、腐生性き
のこ栽培で使用される木粉培地などを使用するこ
とが出来ず、日向土やバーミキュライトなどの多
孔質材料に液体培地を含浸させて菌糸を培養して
いる。その液体培地の組成を検討し、バカマツタ
ケの菌糸成長に適した培地組成を決定した。こ
れにより、既往の培地を使用したときには平均
0.17mm/日であったバカマツタケの菌糸伸長速度
が0.25mm/日に向上した。また、栽培ポットを用
いてバカマツタケを培養したときに５～６ か月を
要していた菌糸の蔓延期間が約４か月に短縮され
た。

　県内の里山の多くを占めるマツ林やナラ林で
は、松くい虫やナラの集団枯死による森林の荒廃
が進み、森林の多面的機能の低下が危惧されてい
る。その対策として各種の整備が進められている
が、残されたマツ林やナラ林そのものの健全化を
図る必要があり、これまで獲得してきた特用林産
物の生産技術をさらに改良し、これを活用するこ
とによって里山の再生を図る。

５． 研究方法
　コナラなどの広葉樹林にはバカマツタケなど数
種のマツタケ近縁種（同属菌）が生息し、マツタ
ケに近い品質の子実体をつくる。それら近縁種の
培養菌糸に無性胞子を作らせる技術を確立し、胞
子を用いた林地接種法を開発する。また、それら
近縁種を純粋培養下で栽培（菌床栽培）する方法
についても検討する。並行して、遺伝様式や類縁
関係等を解明し、交配や選抜によってそれぞれの
栽培法に適した菌株を作出する。
　この研究は以下の分担による共同研究として実
施する。
① Tricholoma属の遺伝様式の解明（京都大学）
 　　遺伝子解析等によりマツタケ近縁種の遺伝様

式を明らかにし、交配育種の基礎資料とする。
② マツタケ近縁種の生態特性解明（森林総合研究

所）
 　　マツタケ近縁種の類縁関係や宿主特異性を解

明し、栽培適性を評価する。
③ 人工栽培に供する優良菌株の開発（宮城県林業

技術総合センター）
 　　胞子を用いた林地栽培および菌床栽培に適す

るきのこの種の決定と菌株の選抜を行う。
④ 胞子を用いた林地接種法の開発（奈良県森林技

術センター）
 　　培養による胞子生産技術と広葉樹への接種技

術を改良し、林地接種の実用性を検証する。

１． 研究課題	 里山再生に向けた特用林産物生産技術の検討
２． 研究期間	 H21 ～ H23
３． 担 当 者 	 太田　明
４． 目　　的	
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１． 研究課題	 琵琶湖の水源を守る森林づくりの検討
２． 研究期間	 H21 ～ H24
３． 担 当 者 	 小島　永裕
４． 目　　的	

の流出量を調べるとともに、信楽試験地（古生層
地域）の結果と比較検討する。
　（2）大篠原試験地（花崗岩地域）においては、
さらに、間伐後1年目の渓流水質の変化を追跡し
た。間伐後に硝酸濃度が増加することが認められ
た。水量変化と同様に、2年目以降の水質変化を
調べるとともに、信楽試験地の結果と比較検討す
る。
　（3）水量や水質の変化を予測するため、コン
ピュータを用いたシミュレーションモデルの有
効性を検討した。水量についてはHYCYMODEL
が、水質のうちCおよびNについては、PnET−CN
モデルが活用できる可能性が示された。
　（4）これまでの研究成果を一般県民向けのパン
フレットにまとめた。

　森林は木材生産の場であると同時に、さまざま
な公益的機能を有する重要な環境資源である。琵
琶湖をかかえる本県においては、とくに近年、森
林のもつ水源かん養機能に対する関心が高まって
きていることから、これが琵琶湖という閉鎖水域
の中で、どのような影響力をもっているかを解明
する必要がある。本研究ではこれまでの研究結果
をふまえて、次の２点について調査を進める。
　（1）地質（花崗岩、古生層）が違うことによっ
てそれぞれの森林の水源かん養機能が異なること
が明らかになったことから、古生層、花崗岩質の
森林における間伐等の森林整備に伴う水量・水質
等のデータを比較し、それぞれの地質に対応した
森林施業を検討する。
　（2）降水や渓流水に含まれる多種類の元素濃度
やそのバランスを調査することにより、これらの
物質が下流域に与える影響を把握し、上記の結果
ともあわせて、窒素やリン以外のさまざまな物質
が含まれる水質に対応した森林の整備手法を検討
する。

５． 試験研究方法
　主として（1）水量に関する調査と（2）水質に
関する調査の2つにわけて調査を行った。現地調
査は、主に大津市田上森町（不動寺試験地）、野
洲市大篠原（大篠原試験地）、甲賀市信楽町上朝
宮（信楽試験地）で行ったほか、京都大学で管理
されている試験地（桐生試験地（大津市上田上桐
生町）等）も利用した。調査の一部は、大学の研
究者等で組織される「森林と琵琶湖研究会」（代
表：片山幸士）に委託した。

６． 結果の概要
　（1）大篠原試験地（花崗岩地域）において、間
伐後1年目の流出量の変化を追跡した。間伐後に基
底流出量が増加する傾向が認められた。今後2年目
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表－１　平成２１年度の発生数累計

～5 ～10 ～15 ～20 ～25 ～30 ～5 ～10 ～15 ～20 ～25 ～31 ～5 ～10 ～15 ～20 ～25 ～31
野洲市北桜 0 0 3 5 5 8 19 19 7 3 1 0 0 0 0 0 0 0 70
発生数累計
発生率累計(%)

0 0 3 8 13 21 40 59 66 69 70 70 70 70 70 70 70 70 70
0 0 4 11 19 30 57 84 94 99 100 100 100 100 100 100 100 100 100

表－２　過去５箇年の発生数累計

～5 ～10 ～15 ～20 ～25 ～30 ～5 ～10 ～15 ～20 ～25 ～31 ～5 ～10 ～15 ～20 ～25 ～31
1 0 3 8 10 12 16 39 45 16 5 4 0 0 0 0 0 0 159
0 2 5 18 41 88 66 51 33 21 20 15 5 1 1 1 1 1 370
1 2 6 22 62 90 99 69 65 27 15 10 1 5 3 7 3 2 489
0 3 10 23 20 58 40 33 27 21 9 5 4 3 0 1 1 1 259
31 79 91 164 249 264 182 103 25 13 5 1 0 0 0 0 0 0 1,207
33 86 115 235 382 512 403 295 195 98 54 35 10 9 4 9 5 4 2,484
33 119 234 469 851 1,363 1,766 2,061 2,256 2,354 2,408 2,443 2,453 2,462 2,466 2,475 2,480 2,484
1 5 9 19 34 55 71 83 91 95 97 98 99 99 99 100 100 100

平成２０年度
　　１９
　　１８
　　１７
　　１６
　　 計
発生数累計
発生率累計(%)

８　　月

７　　月 ８　　月 計

計

　　　　　　月　日
　調 査 地

６　　月

　　　　　　月  日
　年　度

６　　月 ７　　月

発生率（％ 成 年度発生率 過去 箇年 均発生率

図－１　平成２１年度と過去５箇年の平均発生率の比較

図－２　平成２１年度と過去５箇年の平均発生率累計の比較
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3.　マツノマダラカミキリ羽化脱出調査
和田　信雄

８月に入ってからの発生は見られなかった。
　 なお、気象台資料では梅雨入りは６月３日頃、
梅雨明けは８月３日頃だった。また、野洲市に一
番近い観測点の東近江の４月から８月の月平均気
温は期間平均と比較して、４月が＋０.２℃、５月
は＋０.４℃と高く、６月は－０.１℃、７月は－
０.２℃と低く、８月は＋０.２℃であった。

調査結果の概要
　被害木は彦根市新海より搬入して、５月２１日
から調査を開始した。成虫の脱出初日は６月１１
日、最終日は７月２1日だった。発生率を過去５箇
年の平均（以下「期間平均」という）と比較する
と、今年度はピークが７月上旬で、期間平均に比
べて、遅くなっており、ピークの期間も長かった。
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1g当粒数 純量数 発芽率 1g当粒数 純量数 発芽率 1g当粒数 純量数 発芽率

アカマツ 抵抗性 108 99 78 108 99 78 －　 － 79

スギ 耐雪性 35

ヒノキ 近畿 522 98 20 522 98 20 －　 － 21

アカマツ 抵抗性 83

スギ 耐雪性

221 98 37 221 98 39 －　 －

101 99 76 101 99 69 －　 －

315 97 11 315 97 14 －　 － 10

スギ 近畿 266 97 13 266 97 14 －　 － 12

ヒノキ 近畿 662 97 9 662 97 10 －　 － 10

アカマツ 抵抗性 97 98 68 97 98 62 －　 － 76

スギ 近畿 253 98 23 253 98 22 －　 － 25

ヒノキ 近畿 470 97 12 470 97 14 －　 － 10

林業用種子発芽検定結果一覧表

林業用種子播付量計算表
秋期 播付量

成立期待 1g粒数 純量数 発芽率 成苗率 保残率 ①/(②× 採種地 種子量 備考

本数① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ③×④× kg

⑤×⑥)

甲賀市 繰越量

500 253 98 23 60 70 21 甲賀町 1.3 （H19)

油日 1.3kg

米原市 本年度

500 221 98 37 60 70 15 夫馬 1.2 1.2kg

甲賀市 本年度

700 522 98 20 60 60 19 甲賀町 16.2 16.2kg

油日

甲賀市 本年度

500 108 99 78 80 70 11 甲賀町 1.7 1.7kg

油日

スギ

ヒノキ

近畿

耐雪

近畿

2回目
樹種年度

1回目

21

アカマツ

発芽率×純量率×１ｇ当粒数×成苗率×保残率
仕立本数播種算定式(g/m2)=

抵抗性

20

19

樹種 育種区分

育種区分
平均

4.　林業用種子発芽検定
満井　千鶴人

23℃の定温でヒノキ21日間、スギ・アカマツ28日
間発芽検定をした。

　県営種子採取事業にかかる林業用種子について、
播種量の算定基礎とするため発芽試験を行った。
　採種源ごとに種子100粒の3回繰り返しにより、
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依頼者（普及対象者） 項 目 普及指導内容
一般県民 H 21 . 4 . 3 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民 H 21 . 4 . 3 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民(会社） H 21 . 4 . 6 保 護  サクラの毛虫の防除方法について
一般県民(会社） H 21 . 4 . 15 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民(会社） H 21 . 4 . 17 造 林  クスノキの剪定について
近江富士花緑公園 H 21 . 4 . 26 機 能  近江富士フェスティバルin花緑公園
一般県民 H 21 . 5 . 1 造 林  サクラの手入れについて
一般県民(会社） H 21 . 5 . 1 保 護  ツブラジイの先端枯れについて
一般県民 H 21 . 5 . 13 保 護  松枯れについて
一般県民 H 21 . 5 . 19 保 護  カナメモチの病害について
甲賀市林業振興課 H 21 . 5 . 20 保 護  サザンカのカイガラムシ駆除方法について
一般県民(会社） H 21 . 5 . 25 保 護  カナメモチの斑点について
彦根西高校 H 21 . 6 . 2 保 護  マメツゲの植樹時期について
一般県民 H 21 . 6 . 5 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民(会社） H 21 . 6 . 9 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民 H 21 . 6 . 9 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民(会社） H 21 . 6 . 10 保 護  カシノナガキクイムシ予防薬について
森林組合 H 21 . 6 . 17 保 護  アカマツ新芽の食害について
下水道公社 H 21 . 6 . 19 保 護  アメリカシロヒトリの駆除方法
彦根市犬上営林組合 H 21 . 6 . 24 造 林  少花粉スギ資料提供
一般県民 H 21 . 6 . 24 造 林  マツの落葉について
一般県民 H 21 . 6 . 26 保 護  サルスベリのカイガラムシ対策
林業労働力支援センター
滋賀県森林組合連合会
一般県民 H 21 . 7 . 1 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
林業労働力支援センター
林業労働力支援センター
一般県民 H 21 . 7 . 9 保 護  ベニカナメモチの落葉について
一般県民 H 21 . 7 . 10 保 護  マツの樹勢について
一般県民 H 21 . 7 . 13 保 護  クレマチスの炭疽病について
一般県民 H 21 . 7 . 21 保 護  イボタロウムシの駆除について
甲賀愛林クラブ H 21 . 7 . 26 造 林  上下流連携の森づくり集い
一般県民 H 21 . 8 . 31 保 護  サクラの腐朽について
森林組合 H 21 . 8 . 31 保 護  サカキの病害について
甲西北中学校 H 21 . 9 . 7 保 護  サクラの木の毛虫対策
一般県民 H 21 . 9 . 7 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
滋賀県森林組合連合会 H 21 . 9 . 8 経 営  緊急雇用に係る森林・林業就労時基礎研修（２）
竜王町シルバー人材センター H 21 . 9 . 9 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民(会社） H 21 . 9 . 10 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民 H 21 . 9 . 14 保 護  ネマバスターの施用について
県林研 H 21 . 10 . 2 経 営  林業技術交流学習会
森林政策課 H 21 . 10 . 3 経 営  森づくり交流会
滋賀県森林組合連合会 H 21 . 10 . 26 経 営  緊急雇用に係る森林・林業就労時基礎研修（３）
環境学習支援センター

H 21 . 7 . 1 経 営  淡海フォレスター養成講座（１）
H 21 . 7 . 1 経 営  緊急雇用に係る森林・林業就労時基礎研修（１）

H 21 . 7 . 2 経 営  淡海フォレスター養成講座（２）
H 21 . 7 . 3 経 営  淡海フォレスター養成講座（３）

H 21 . 11 . 28 機 能  びわ湖・まるエコ・Day2009
一般県民(会社） H 22 . 3 . 9 保 護  マツノザイセンチュウの抽出
一般県民 H 22 . 3 . 10 造 林  竹の駆除について

年月日

5.　普及指導の実績
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6.　森林センター研修の実績
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　(1)指導者対象

指導員 教職員 その他 県職員 合計

森林センター H 21 . 4 . 10 第1回専任指導員研修（森の知識）森林センター やまのこ専任指導員 16 2 2 20

森林センター H 21 . 4 . 23 第2回専任指導員研修（安全管理） 森林センター やまのこ専任指導員 15 5 2 22

近江八幡市教育委員会

H 21 . 4 . 10

H 21 . 4 . 23

H 21 . 5 . 1 やまのこ事業にかかる教員研修会 近江八幡市沖島 やまのこ専任指導員 4 13 3 20

森林センター H 21 . 5 . 14 草津養護学校のモデルプログラム研修 栗東市森の未来館 やまのこ専任指導員 12 2 2 16

森林センター H 21 . 5 . 15 甲良養護学校のモデルプログラム研修 東近江市河辺いきものの森 5 3 8

森林センター H 21 . 5 . 29 新旭養護学校のモデルプログラム研修 高島市くつきの森 やまのこ専任指導員 1 1 2

森林センター H 21 . 6 . 2 甲良西小学校のモデルプログラム研修 高島市高取山ふれあい公園 やまのこ専任指導員 12 6 3 21

森林センター H 21 . 7 . 9 鳥居本養護学校のモデルプログラム研修 彦根市荒神山少年自然の家 やまのこ専任指導員 9 2 11

森林センター H 21 . 7 . 15 やまのこ事業教員研修事前打合せ 森林センター やまのこ専任指導員 15 1 3 5 24

森林センター H 21 . 8 . 6 やまのこ事業教員研修（間伐体験、森林観察） 森林センター・野洲市小堤 小学校教員 4 53 3 8 68

森林センター H 21 . 8 . 7 やまのこ事業教員研修（間伐体験、森林観察） 森林センター・野洲市小堤 小学校教員 4 41 3 7 55

森林センター H 21 . 8 . 18 やまのこ事業教員研修（間伐体験、森林観察） 森林センター・野洲市小堤 小学校教員 7 47 7 61

森林センター H 21 . 8 . 20 やまのこ事業教員研修（間伐体験、森林観察） 森林センター・野洲市小堤 小学校教員 7 47 2 6 62

森林センター H 21 . 8 . 25 やまのこ事業教員研修（間伐体験、森林観察） 森林センター・野洲市小堤 小学校教員 5 43 2 8 58

総合教育センター 教職2年次研修理科実験（森林のはたらき） 総合教育センター 2 34

総合教育センター 教職2年次研修理科実験（森林のはたらき） 総合教育センター 35 70

総合教育センター 教職2年次研修理科実験（森林のはたらき） 総合教育センター 42 84

総合教育センター 教職2年次研修理科実験（森林のはたらき） 総合教育センター 44 88

総合教育センター

H 21 . 10 . 2

H 21 . 10 . 9

H 21 . 10 . 13

H 21 . 10 . 15

H 21 . 10 . 16 教職2年次研修理科実験（森林のはたらき） 総合教育センター

やまのこ専任指導員

小学校教員 32

小学校教員 35

小学校教員 42

小学校教員 44

小学校教員 32 32 64

森林センター H 21 . 12 . 21 第3回専任指導員研修（企画をつくってみよう）森林センター やまのこ専任指導員 16 4 3 23

森林センター H 22 . 2 . 26 第4回専任指導員研修（企画をつくってみよう）森林センター やまのこ専任指導員 16 4 3 23

合計 333 245 36 220 834

　(2)学校等対象

滋賀県立大学 H 21 . 4 . 27 環境フィールドワーク（森林学習）森林センター 大学生 18

彦根市立鳥居本中学校 H 21 . 4 . 22 男鬼森林学習事前学習(森林のはたらき） 彦根市鳥居本中学校 中学１・2年 42

彦根市立鳥居本中・小学校 H 21 . 4 . 24 男鬼森林学習（間伐、植栽） 彦根市男鬼 中学１・2年　小6年 61

彦根市立城北小学校 H 21 . 5 . 26 森林環境学習（樹木観察） 彦根市城北小学校 小学3年生 33

野洲市立野洲中学校 H 21 . 6 . 9 職場体験学習（水質調査補助） 甲賀市信楽町試験地 中学2年生 3

野洲市立野洲中学校 H 21 . 6 . 10 職場体験学習（採種園シカ被害防除作業） 甲賀市油日分場 中学2年生 3

野洲市立野洲中学校 H 21 . 6 . 11 職場体験学習（樹木カード作成） 森林センター 中学2年生 3

野洲市立野洲中学校 H 21 . 6 . 12 職場体験学習（樹木カード作成） 森林センター 中学2年生 3

湖南市立石部南小学校 H 21 . 7 . 10 間伐体験活動 湖南市石部南小学校 小学5年生 60

彦根市立鳥居本中学校 H 21 . 8 . 24 男鬼森林学習（間伐材利用） 彦根市鳥居本中学校 中学3年生 29

豊郷町青少年育成町民会議 H 21 . 9 . 5 枝打ち体験　森林観察　クラフト 森林センター・周辺森林 豊郷町小学生 8

大阪青凌高校 H 21 . 10 . 27 植樹体験 野洲市大篠原 高校生 270

京都大学 H 21 . 10 . 6 京都大学農学部研修（滋賀の森林） 森林センター 大学生 55

近江八幡市桐原小学校 H 21 . 11 . 18 やまのこ事業（森林観察　クラフト）近江八幡市沖島 小学4年生 78

近江八幡市金田小学校 H 21 . 11 . 20 やまのこ事業（森林観察　クラフト）近江八幡市沖島 小学4年生 139

栗東市立治田東小学校 H 21 . 12 . 8 炭焼き体験（やまのこ事業事後学習） 治田東小学校 小学4年生 90

合計 895

対象
人数対象学校等 年月日 内容 場所

場所 対象
参加者

主催者 年月日 内容

7.　森林環境学習関連事業の実績
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開催日 内　　　　　　　　　容 講義時間 実習時間 参加者数

朽木いきものふれあいの里見学 １時間１０分

ブナの原生林について １時間２０分

高島市朽木生杉のブナ林調査 １時間３０分

森林の初歩的な知識 ３０分

県内のボランティアグループの活動紹介 １時間００分

間伐、玉切、皮むき体験 １時間２０分

周辺森林の樹木観察 １時間２０分

中級編

開催日 内　　　　　　　　　容 講義時間 実習時間 参加者数

林業機械（チェーンソー・刈払機）の安全な使い方 ２時間３０分

林業機械の構造と整備方法 ３時間００分

野生きのこの採取時の注意点 ３０分

森林センター周辺での野生きのこ採取 １時間３０分

森ときのこについて １時間００分

きのこの同定 １時間３０分

簡易な炭焼き　　準備～火入れ １時間３０分

里山の樹木の見分け方 １時間００分

里山の樹木の見分け方 ２時間００分

簡易な炭焼き　　炭出し １時間３０分

上級編

開催日 内　　　　　　　　　容 講義時間 実習時間 参加者数

森づくりに関する県の理念と補助制度 １時間２０分

森林センター所有貸出機器紹介 １時間００分

里山に入る前に考えること ２時間００分

7月26日 １９名

9月27日 ２５名

11月8日 ２１名

入門編

9月13日 ２２名

４２名6月14日

6月28日 １９名

8.　森づくり県民講座の実績
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月　日 研修名 内　　　　　　容 参 加 者人 数

H21.5.18 林業普及指導員新任者研修 林業普及および林業技術に関する研修 　県職員（普及指導員） 5名

琵琶湖森林づくり基本計画

森林法および森林計画制度・森林施業

保安林制度・林地開発許可制度

林地開発許可制度

森林病害虫獣害・緑化

森林センター機械等貸出機材

造林・間伐

協働の森づくり

木材利用・森林組合

市町職員12名H21.5.12 市町林業
担当職員研修

9.　市町等林業関係新規担当職員研修の実績
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通 巻 内         容  

28 号 試験研究情報：平成 21 年度林業試験研究課題の概要 
普及情報：森林環境学習「やまのこ」事業について聞きました(２) 

～最前線のやまのこ施設から～ 
お知らせ：森づくり県民講座受講生募集、森林センター研修参加者募集 

29 号 試験研究情報：酸性雨を中和する森林 
普及情報：森林環境学習「やまのこ」事業について聞きました(３) 

～「やまのこ」事業の展望～ 
お知らせ：森林センター研修の開催 

30 号 試験研究情報：松いく虫抵抗性アカマツの林地における抵抗性実証実験 
普及情報：平成 21 年度「森づくり県民講座」の概要 
     びわ湖博物館における「里山体験教室」 
お知らせ：平成 22 年度森づくり県民講座の予定 

10.　森林センターだよりの発行
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発 表 者 表 題 誌名、大会名等 年 月

2009.5.23太田 明 日本木材学会北海道
支部第 　回研究会40
（札幌）
（講演集 ）P1-6

2009.9.10太田 明 日本きのこ学会第
ほか 回大会（兵庫）13

（要旨 ） 　 　P51

2009.10太田 明

マツタケ人工栽培の可能性

マツタケ菌接種アカマツ実生苗の大量生産

マツ材線虫病抵抗性のウツクシマツをつくる 林木の育種
No.233
（P54）

11.　試験研究業績の発表
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12.　農林水産関係試験研究外部評価

　滋賀県農林水産関係試験研究課題評価実施要領（平成１７年３月３０日制定）に基づき、
平成２２年度新規研究テーマ等について農林水産関係試験研究外部評価を下記のとおり開催
し、その評価結果の概要は別記の通りです。

評価対象となった課題名
滋賀県産スギ・ヒノキ材の利用上の特性に関する研究

課題評価の結果

区　　　　別	 事前評価
総合評価点数	 １３.４点
評 価 理 由 	 次頁の評価理由による

農林水産関係試験研究外部評価委員会

開催日時	 平成２１年９月１０日（木）

開催場所	 滋賀県庁本館４－Ａ会議室

委員名	 秋田重誠	 公立大学法人滋賀県立大学名誉教授
	 楠田　宰	 （独）近畿中国四国農業研究センター研究管理監
	 岡野寛治	 公立大学法人滋賀県立大学環境科学部准教授
	 荒井修亮	 京都大学大学院情報学研究科准教授
	 黒田慶子	 （独）森林総合研究所関西支所地域研究監
	 橋本富行	 滋賀びわ湖青果株式会社代表取締役社長
	 米谷幹男	 全国農業協同組合連合会滋賀県本部畜産部長
	 久保明彦	 滋賀県漁業協同組合連合会指導部長
	 宮城定右衛門	 滋賀県林業研究グループ連絡協議会会長
	 大西久子	 滋賀県消費学習グループ連絡会会長
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研究課題名 滋賀県産スギ・ヒノキ材の利用上の特性に関する研究

実施期間 平成 年度～ 年度（ 年間）22 24 3

研究の必要性

滋賀県産スギ・ヒノキの木材利用拡大は、本県の森林林業施策の最重点課題に位置づ

けられている。しかし、これまで県産材の利用が少なかったこと等から、県産材の特性

は把握されていないのが現状である。人工林の多くが利用可能な時期を迎えており、今

後、本格的な木材利用が期待されるなか、県産材の特性把握は、喫緊の課題である。

研究の概要

木材の需要が全般的に減少し価格が低下していること、住宅建築におけるプレカット

率の拡大に伴って木材製品の高品質化進んでいること等によって、県産材の利用が進ま

ないのが現状である。今後、産地および品質の明示が不可欠になることから木材利用を

拡大していくためには、県産材の特性を把握することが必須であり、本研究において県

産のスギ・ヒノキを利用するうえで必要となる物理的、生物学的等の特性を調査する。

( )木材の強度1

・木材の曲げ、圧縮等の強度特性（実物大試験）

・横架材スパン表作成のための基礎データ

( )木材の耐久性2

木製の防護柵・遊具、木造施設等の利用が増加するに伴い、とくに屋外で使用するも

のは中長期の耐久性( 年)に対する要求が高い。10-15

本項では県産材の耐久性に関するデータを収集する。

・木材の耐久性試験（室内試験）

・木材および防腐処理木材の耐久性試験（屋外暴露試験）

評価項目 評価点数 評価理由

ア県民生活または本県農林 ・滋賀県産材の強度試験は県産材の販売上重

水産業への貢献の可能性 要な試験であり期待したい。3.7

・間伐遅れで低材質のものも多いと推測され

イ るので同時に販売戦略を練る必要がある。予算規模・実施体制の妥当性 3.3

・県の研究員が責任を持ち研修などを通じて

ウ目標の明確性、達成可能性 専門知識の習得が不可欠である。3.0

3.4エ緊急性、重要性、新規性等

13.4総 合 評 価

事前評価調書
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